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｛モ
ス
ク
ワ
目
白
H
斎
藤
勉〕
ロ

シ
ア
と
中
国
の
軍事
提
携
が
強
化
さ

れ
る
除
で、
外
交
関
係
の
な
い
ロ
シ

ア
と
台
湾
の
闘
係が
静
か
に
進
展、

モ
ス
ク
ワ
で
は、
台
湾
海
峡
の
安
全

保
防
と
台
湾
総
統
選
を
テ
lマ
と
し

た
初
め
て
の
政
治
的
シ
ン
ポ
ヲ
ウ
ム

が
聞
か
れ
た。
プ
l
チン
政
権
は
中

国
当
局
と
の
合
意
で、
「
台
湾
の
独

立
は
認
め
な
い」
な
ど
台
湾
問
題
に

閲
し
て
「
四
つ
の
ニ
エ
ツ
ト
（
ノ

l〉
」
原
則
を
堅
持
し
て
い
る。
し

か
し、
ロ
シ
ア
の
有
力
な
中
国・
台

湾
問
題
専
門
家
の
聞
で
は、
中
国は

独
裁
体制
か
ら
民
主
主
義へ
の
移
行

を
成
功
さ
せ
た
台
湾に
学
ぶべ
き
だ

ー
と
し
て
中
国
に
政
治
的
民
主
化
を

促
す
機
運
が
広
がっ
て
お
り、
シ
ン

ポ
汐
ウム
で
は
中
国
と
台
湾
の
現
在

の
関
係
を
「一
園、
分
離主
権」
と

す
る
新
た
な
見
解
を
示
す
専
門
家も

現れ
注
目
さ
れ
た。
．．．

モ
ス
ク
ワ
に
は
七
年前
に
台
湾当

静かに進展露台関係
局の
出
先
機
関
で
あ
る
「
台
北モ
ス

ク
ワ
経
済
文
化
協
調
委
員
会・
駐モ

ス
ク
ワ
代
表
処」
が
設
置
さ
れ、

「
政
治」
掠
き
の
交
流
が
開
始
さ
れ

た。
今
で
は
政
務
担
当
官も
配
百さ

れ、
十
九
日
に
は
陳
水
属・
新
総
統

の
正
式就
任
を
祝
う
レ
セ
プ
ショ
ン

が
モ
ス
ク
ワ
の
米
国
系
ホ
テル
で
閥

か
れ
た。
六
百
人
に

招待状
が
発
送

台
湾

さ
れ、
さ
すが
に
プ
l
チン
政
権
当

局
者は
療
を
見
せ
な
かっ
た
が、
会

場
は
連
邦
議
会
議日
やロ
シ
ア
の
経

済
界、

学界、
ビ
ヲ
ネ
スマ
ン、
ヲ

ャ
l
ナ
リス
ト
な
ど
で
満
員
の
盛
況

で、
ゲ
スト
を
代
表
し
て
下
院副
議

長
の
ヲ
リ
ノ
フ
ス
キ
l
自
民
党
党
首

が
台
湾
の
民
主
化
と
繁
栄
を
称
賛
す

る
祝
辞を
述べ
た。

李
登
輝・

前総
統は
昨
年来、
ロ

シ
ア
に
精通
し
た
日
本
の
大
物
専
門

家
を
台
北
に
招
き、
台
湾
の
対
話
影

響
力
の
拡
大
を
目
指
す
戦
略
を
相
談

し
て
い
た
と
の
情
報
も
あ
る。

「
台
湾総
統
選
と
極
東
地
域
の
安

全
保
障」
と
題
す
るシン
ポ
ヲ
ウ
ム

は、
陳
新
総
統
就
任
レ
セ
プ
ショ
ン

に
先
立
ち、
モ
ス
ク
ワ
大
学
付
属
ア

テ
ア・
ア
フ
リ
カ
諸
同
大
学
（
I
A

こ
の
中
で
I
A
A
S
の
メ
リ
ク
セ

ト
フ
教
授
は
「
ア
ヲ
ア
諸
国
が
い
か

に
独
裁主
義
か
ら
民
主
主
義へ
の
合

法
的
移
行
を
果
た
し、
五・
四
運
動

（一
九一
九
年
に
北
京
で
起
き
た
反

帝
国
主
義
運
動）
の
伝
統
を
継
承
し

て
い
く
か
の
解
答
を
探
る
た
め
に、

台
湾
で
起
き
て
い
る
政
治
的
プ
ロ
セ

ス
を
学
習
す
る
緊
急
性」
を
強
調。

り、
民
主
化、
人
権、
自
由
を
求
め

る
闘
争
願
望
が
強
まっ
て
い
る」
と

述ぺ
た。

張
代
表
も
「
台
湾
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
重
要
な
政
治
的
変
化
が
起
き
て
い

るが、
台
湾
で
本
物
の
政
治
体
制
が

形
成
さ
れ
る
こ
と
は、
。
大
中
間。

（
中
国
ば
か
り
で
な
く
中
国
人
が
住

む
ア
ヲ
ア
の
全
地
域
を
指
す）
の
モ

事芯
トE一
ヒ
「
5
霊A
d
襲
、
B

FEJ司副
，E言
言叶一一－－産四
五ャふ
さそ
F
L一一

A
S）
で
聞
か
れ
た。
出
席
し
た
の
ロ
シ
ア
有
数
の
中
国
研
究
者、

弁川l
デ
ル
に
な
り
う
る」
と
政
治シ
ス
テ

は
台
湾
の
駐モ
ス
ク
ワ
代表
処
の
強

斗川刈川国凶
「
台
湾
の
政
治
的
民
ム
と
し
て
の
台
湾
の
優越
性
を
喚
起

文
中・
代
長
は
じ
め、
ロ
シ
ア
側
か
主
化
は
大
陸
の
機
迎
に
影
響
寄
与
し
た。

ら
は
I
A
A
S、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ぇ、
な
ぜ
台
湾
の
住
民に
民主
化へ

・
・
・

極
東
研
究
所、
外
務
省
と
付
属
の
外
の
移
行が
で
き
て、
わ
れ
わ
れ
に
は

こ
う
し
た
論議
に
関
連
し
て
極
東

交
ア
カ
デ
ミ
ー、
国
際
関
係
大
学、

で
き
な
い
の
か、
と
い
う
問
題
が
提
研
究
所
の
ガ
レ
ノ
l
ピッ
チ
教
授
は

連
邦
下
院
の
専
門
研
究
目、
マ
スコ
起
さ
れて
い
る。
大
陸
の
多く
の
進
「
（
民
進
党が
初
め
て
国
民
党
を
破

ミ
代
表
ら
多
方
面
に
わた
り、
モ
ス
歩
的
中
国
人
に
とっ
て、
ぷ口
湾
人
っ
た）
今
回
の
総
統
選
の
結
果
は、

ク
ワ
在住の
中
国
の
研
究
者
ら
も
姿
に
学
ぶべ
き
だ。
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
二
十
世
紀
の
中
圏
内
部の
数
十
年
に

を
見
せ
た。

が
大
き
な
緊
急
性
を
持
ち
始
め
て
お
わ
た
る
政
治
闘
争
が
台
湾に
影
響
を

の

「主権分離」見解も初の政治
シ ンポ

与
え
る
時
代
が
終
わっ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る」
と
の
見
方
を一ポし、

歴
史
学博
士
の
ボ
ガ
ト
ゥ
ロ
フ
氏
は

「
台
湾
海
峡
両
岸
の
現
実
か
ら
見

て、
。一
つ
の
園
だ
が、
主
権
は
分

離
し
て
い
る。
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か」
と
指
摘
し
た。

プ
l
チン
政
権
は
①
台
湾
の
独立

②
「二
つ
の
中
間」
あ
る
い
は
「一

つ
の
中
同、
一
つ
の
台
湾」
③
台
湾

の
国
連
な
ど
国際
機
関
加
盟
④
台
湾

へ
の
武
器
供
島
「の
四
点
を
恒
否
す

る
原
則
に
立
ち、
「
台
湾」
は
中
国

の
内
政
問
題
と
の立
場
を
白
い
て
い

る。
し
か
し、
出
席
者
の一
人、
I

A
A
S
のコ
ズ
イ
レ
フ
教
授
は
「
会

議
で
の
明
言は
な
かっ
た
が、
ロ
シ

ア
の
研
究者
は、
台
湾は
も
は
や
中

国
で
は
な
く、
中
間
の
台骨に
対
す

る
主
権
と
。一
国二
制
度。
は
機
能

し
て
い
な
い
と
み
な
し
て
い
る」
と

指
摘。
「
台
湾
の
国
連
加
盟」
支
持

を
示
唆
す
る
発
言
も
あっ
たこ
と
を

明
ら
かに
し
た。
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